
社会貢献活動（インターンシップ）の実施報告

（一社）旭川林業土木協会

活動内容 担い手確保のための「業界セミナー」へ参加

１ 実施年月日 ： 平成３１年２月５日（火）
２ 実施場所 ： 北海道旭川市氷山町１４丁目

旭川農業高等学校 体育館
３ 参加会員数 ： 当協会及び４会員企業
４ 活動目的・内容：

地域の林業・木材産業等への担い手確保に向けて、旭川周辺地域林業担い手
確保推進協議会（事務局：北海道上川総合振興局南部森林室）が主催して、旭
川農業高等学校森林科学科１・２年生及び保護者を対象とした平成３０年度
「林業・木材産業業界セミナーｉｎ旭川農業高校」が開催されました。
このセミナーは３年目となりますが、今回は前段に民間の北海道アルバイト

情報社等から、仕事や会社についての話題提供を受けた後、１３団体・企業か
ら同校の１・２年生７９名に企業ＰＲを行いました。当協会からも会員企業４
社が参加し、企業毎に設けられたブースで、１回５～６名の生徒を対象に３回、
自社のＰＲと施工した工事についてプレゼンテーションを行いました。
これまで、旭川農業高等学校森林科学科生の就職先は林業・木材産業関係が

多く、建設業関係は学校、企業とも疎遠な状態でしたが、ここ数年は地元の建
設業界にも数名が新規採用されています。今回も、数名の保護者が参加して生
徒と一緒に説明を聞くなど、こうした活動への関心が高まっています。
今後、１０月に予定されているインターンシップの希望先には建設業を選ん

でもらい、将来的には就職していただきたいと当協会及び会員企業は希望して
おり、今後もこうした活動を継続していく考えです。

活動写真 「業界セミナー」の開催状況



社会貢献活動（インターンシップ）の実施報告

（一社）旭川林業土木協会

活動内容 高校生を対象とした「「山の仕事説明会」への参加

１ 実施年月日 ： 令和元年５月３０日
２ 実施場所 ： 北海道旭川市永山町１４丁目

旭川農業高等学校 多目的室ほか
３ 参加会員数 ： 当協会及び５会員企業
４ 活動目的・内容：

地域の林業・木材産業等への担い手確保に向けて、旭川周辺地域林業担い手
確保推進協議会（事務局：北海道上川総合振興局林務課）が主催して、旭川農
業高等学校森林科学科２年生４０名を対象とした令和元年度「山の仕事説明会」
が開催されました。
この説明会には、地元自治体及び関係団体等から約３０名が参加し、当協会

からは会員企業５社が参加しました。
今回も仕事の内容に応じ、３業種の説明することになり、当協会事務局から

は治山・林道工事について説明しました。その後、参加した企業毎に設けられ
たブースで、１回３～４名の生徒を対象に計３回、自社のＰＲと施工した工事
等についてプレゼンテーションを行いました。
これまで、旭川農業高等学校森林科学科生の就職先は林業・木材産業関係が

多く、建設業関係は学校、企業とも疎遠な状態でしたが、ここ数年は地元の建
設業界にも数名が新規採用されています。生徒たちの進路の決定は、この説明
会と１０月に予定されているインターンシップが重要ですので、地元の建設業
を就職先に選んでもらえるよう、当協会も会員企業とともに引き続き取り組み
たいと考えています。

活動写真 「山の仕事説明会」の開催状況



社会貢献活動（インターンシップ）の実施報告
（一社）旭川林業土木協会

活動内容 高校生を対象とした「現場見学会」を実施

１ 実施年月日 ： 令和元年９月２０日
２ 実施場所 ： 北海道美瑛町白金及び十勝岳国有林

十勝岳火山泥流対策工事実施箇所
３ 参加人数 ： 旭川農業高等学校１年生（生徒４０名、教諭２名）

北海道森林管理局２名、上川中部森林管理署３名
当協会及び会員企業

４ 活動目的・内容：
当協会では、林業土木分野の担い手確保に向けた取組の一環として、高校生

に国有林野事業や林業土木工事の重要性を学び、林業土木工事を施工する建設
業にも関心を持ってもらうために従来から現場見学会を実施しており、今回で
４回目となります。
今回も、森林管理局及び森林管理署のご協力をいただき、旭川農業高校１年

生４０名を対象に、活火山の十勝岳周辺で火山泥流対策のために会員企業が実
施している導流堤の工事現場において、現場見学会を実施しました。
まず、生徒達は、事前に「国立大雪青少年交流の家」で治山事業の意義と重
要性を学習した上で、現場へ移動しました。現地では、森林管理局や森林管理
署の担当官から、十勝岳の治山工事の目的や工法等について、詳しく説明を受
けました。その後、生徒達はほぼ完成した丸太残存型枠導流堤の上に登って、
構造物の規模と高さに驚いていました。最後に、生徒の代表から「普段見られ
ない所を見学でき、林業土木事業への関心が深まった。今回の経験を今後に生
かしていきたい。」と謝辞がありました。
当協会では、来年度以降も関係機関のご理解をいただきながら、こうした取

組を継続していきたいと考えています。

活動写真

現場見学会の開催状況

最後の生徒代表による謝辞 現場見学会に参加された皆さん



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


